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通期連結業績予想に関するお知らせ 

 

当社は、2020 年５月 12 日に公表いたしました「2020 年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」におい

て、未定としておりました 2021 年３月期の通期連結業績予想について、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 

１．2021 年３月期通期連結業績予想（2020 年４月１日～2021 年３月 31 日） 

 

売 上 高 営 業 利 益  経 常 利 益  

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

百万円 

－ 

円  銭 

－ 

今回発表予想（Ｂ） 9,837 △274 △217 △229 △279.93 

増減額（Ｂ－Ａ） － － － －  

増  減  率 （ ％ ） － － － －  

（ご参考）前期実績 

（2020 年３月期） 

11,082 235 245 △253 △309.59 

 

２．公表の理由 

2021 年３月期の通期連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、連

結業績に与える影響額を合理的に算定することが困難であったことから未定としておりましたが、現時

点で入手可能な情報に基づき、業績予想を算定いたしましたので公表いたします。 

2021 年３月期の業績につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、外出自粛等によ

る巣ごもり消費の伸張で内食・中食市場向け業務用調味料の販売は比較的堅調に推移することが見込ま

れる一方で、外食市場向け業務用調味料の販売については外食産業の来店客数の減少により引き続き低

調に推移することが見込まれることから、連結売上高は前期実績よりも減収になる見込みであります。  

営業利益及び経常利益については、売上高や工場稼働率の低下による売上総利益の減少により前期実

績よりも減益になる見込みであります。 

親会社株主に帰属する当期純利益については、前期に固定資産の減損損失を計上している影響から前

期実績を上回る見込みであります。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、

実際の業績等は今後様々な業況の変化等により変動する可能性があります。 

以上 


